
特別選抜制度に関するＱ＆Ａ①  (R7.7)

Ｑ５：昨年度の受検の状況はどうでしたか？

Ａ５：全日制課程は３２名受検で２３名合格、定時制課程は２名受検
　　　で２名合格でした。県全体では、３４名が受検して２５名合格
　　　という結果でした。

Ｑ１：なぜ「特別選抜制度」を導入したのですか？

Ａ１：長期欠席等を経験し、調査書の評価への不安から、志望校への
　　　出願をためらっている生徒の、高校進学を機に仲間とともに教
　　　室で学びたいという思いに寄り添い、出願を前向きに考えても
　　　らうために制度を導入しました。

Ｑ２：出願条件にある「在籍する学校の校長が特別選抜による出願を
　　　認める者」とは、どのような生徒のことをいうのですか？

Ａ２：県内在住または県内中学校在籍の中学校３年生で、リーフレッ
　　　トの出願条件の（１）に該当し、校長が上記Ａ１の趣旨に照ら
　　　して出願が適当であると認めた生徒です。

Ｑ３：現在、教室以外の場所で学習しています。特別選抜制度により
　　　合格した場合、高校入学後も教室以外の場所で学習を進めるこ
　　　とはできますか？

Ａ３：高校入学後は、一般選抜合格者も、特別選抜合格者も自分の所
　　　属する学級でともに学習活動に参加することを前提としていま
　　　す。

Ｑ４：教室での学習活動に参加できなくなった場合はどうなります
　　　か？

Ａ４：高校生活を過ごす中で、教室での学習活動に参加できなくなっ
　　　た場合は、個々の状況に応じて、専門機関との連携も図りなが
　　　ら最大限のサポートを行います。このことは、一般選抜合格者
　　　も、特別選抜合格者も同じです。



Ｑ７：特別選抜の出願資格に該当する場合でも、一般選抜に出願でき
　　　ますか？

Ａ７：一般選抜と特別選抜のどちらに出願することも可能ですが、併
　　　願はできません。

Ｑ１０：「特別選抜の出願に係る自己申告書」には何を書けばいいで
　　　　すか？

Ａ１０：志願者は、欠席等の理由、教室以外での学習の状況、志望動
　　　　機と高校生活の抱負などを書きます。提出書類は１０月公表
　　　　の「実施要項」にてお示しします。

Ｑ１１：入試は２日間でどんな日程ですか？特別選抜の受検会場は別
　　　　室ですか？

Ａ１１：１日目は５教科の学力検査、２日目は個人面接を実施しま
　　　　す。学力検査は一般選抜の受検生と同室で受検します。

Ｑ６：出願条件の「欠席が年間３０日以上」は、３年生のときが対象
　　　ですか？

Ａ６：学年にかかわらず、年間３０日以上であればどの学年でも対象
　　　となります。

Ｑ８：特別選抜の募集人員はいつ発表になりますか？

Ａ８：１１月に公表します。

Ｑ９：学科の第２希望及び普通科のコース希望はできますか？

Ａ９：一般選抜と同様に希望は可能です。



Ｑ１２：面接の目的と内容は？

Ａ１２：高校入学後の意欲等の確認を目的としています。面接では、
　　　　受検生から提出された「特別選抜の出願に係る自己申告書」
　　　　も参考に、中学校での生活や学習の状況、志望理由や入学後
　　　　の抱負等を質問します。

Ｑ１３：学力検査における合格ラインとは、どのようなものですか？

Ａ１３：受検した学校または学科で必要とされる学力が備わっている
　　　　かを判断するための基準です。「一般選抜」の検査結果を参
　　　　考に、学校（学科）ごとに設定されます。なお、「特別選
　　　　抜」においては、学力検査の成績及び面接の結果により総合
　　　　判定して選抜を行います。

Ｑ１５：今後の情報提供等はありますか？

Ａ１５：１１月の募集人員の発表に合わせて、『Ｑ＆Ａ②』を公表す
　　　　る予定です。その他にも必要に応じて随時情報提供を行う予
　　　　定です。

Ｑ１４：「一般選抜」と「特別選抜」の間の志願変更はできますか？

Ａ１４：志願変更期間中であれば、変更は可能です。なお、手続きに
　　　　関しては、１０月公表の「実施要項」にてお示しします。


